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医学部入試、不正発覚から考える ～低い女性医師の割合、徹底した調査と環境整備を～ 

東京医科大が医学部医学科の一般入

試で、女子受験者の得点を一律に減点

し不正操作を行っていたことが判明し

ました。 

この問題をきっかけに文部科学省が

実施した医学部医学科入試の緊急調査

では、約 8 割の大学で男子の合格率が

女子を上回る実態が分かりました。ま

た、同じ調査で東京医科大を除く全て

の大学が「不正はない」と答えました。  

しかし、医学部以外の学部では、志

願者に占める入学者の割合は男女差が

ないか女子の方が高い傾向にあり、こ

の緊急調査でより疑念が深まったともいえます。 

OECD加盟国の女性医師の割合（図 1）を見ると、日本

が低いということが分かります。OECD加重平均と比べて

も差があります。 

日本での女性医師の割合は、1970年 9.5％から 2014

年 20.4％へと増えてはいるものの、医学部入学者・国家試

験合格者数に占める女性の割合（図２）をみると、この間

30～35％で推移し比率の伸びが止まっていることが分か

ります。これには女性への差別が影響することが考えられ

ます。 

文科省は今後、各大学に改めて問い合わせたり、個別に訪

問調査したりして不正の有無を調査する予定としています

が、どこまで真相に迫れるかは未知数となっています。徹底
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した調査が求められます。 

今回、東京医科大で女子だけ減点されていた理由について、「女性は結

婚や出産を機に職場を離れるケースが多いため、医師不足を回避する目

的があった」と内部調査委員会で述べられています。しかし、女性医師

が出産・育児で離職する現実があるならば、出産・育児と仕事を両立で

きる環境の整備や、女性に家事や育児の負担が偏っている現状の改善が

必要であり、女性医師の数を抑えて対処するというのは筋違いと言えま

す。また、女性医師が出産・育児で離職せざるを得ない背景には、長時

間労働など医師全般の過酷な働き方にあることは明白です。 

医師を志す女性を差別し、女性だからという理由で人生の重要な選択肢が狭められることは絶対に許

されません。 

保険医協会として、政府がこの緊急調査で終わらせず、徹底した調査を行うこと、また医師数増など

根本的な解決策をもって、男女とも医師として人間らしく働き続けられる環境整備を進めることを求め

ていきます。  
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